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新しいコレクション

浅見貴子（1964 –）《梅に楓図》／2009年／墨、顔料・紙／265.0×200.0cm／平成30年度購入

2020年2月11日から4月12日まで所蔵
品ギャラリーに展示中（2月29日─4月12日

は臨時休館）の浅見貴子の《梅に楓図》

は、平成30（2018）年度の新収蔵作品で

す。浅見は2018年「第7回東山魁夷記
念 日経日本画大賞展」で大賞を受賞す
るなど、新しい日本画の可能性を切り拓い

た画家として注目されてきました。

　多摩美術大学在学中ににじみ止めの

ドーサ引きで失敗した1988年の経験を
機に、様 な々試行の末、1990年代末に紙
の裏側から描き、点々が効いた画風にた

どりついた浅見。墨は普通に表側から重

ねると鈍い墨色になるのに対し、裏から描

くと重なった部分からおもてに新鮮な墨

色だけが出るので、活き活きとした印象に

なると作家はいいます。裏から描くと最初

に描いたところが表面に真っ先ににじみ

出てくるため、近距離の印象の強いものか

ら先に描くことになります。筆をスライドし

つつ止めて墨をおもてに染み出させて打

たれた点描に、複雑に筆線が交差して折

り重なり、空気や光や葉のざわめきなども

含みながら、空間の拡がりや積層的な奥

行きを感じさせるその画面は、直接的な

樹木の再現をはるかに超えつつも、写生

時の印象もはらみ続けています。描き直し

も効かず、墨の濃淡やにじみを巧みにコ

ントロールする力量も必要ですが、作家

本人ですら、完全におもてにどう現れるか

は予測できないといい、逆にそうした偶然

性や意外性が生む大胆な表現の展開も

作品の魅力になっています。

　《梅に楓図》は1年間のアメリカ留学か
ら帰国後、天井高と奥行きのあるアトリエ

に戻り、縦構図が描きたくなった浅見が、

自宅の庭の梅の老木と新芽の出始めた

ばかりの低い楓の木を描いた作品。陽光

を浴びながら、梅の木と手前の楓の枝が

複雑に交差し合い、光が錯綜するさまが

描かれ、横方向に筆をスライドさせながら

打った白く丸い点々が特徴的な作品で

す。作家の光や白への意識も強く感じら

れるこの作品の技法面について、作家は

こう説明しています。「白抜き部分は墨点

や墨の黒い枝と同じく裏側から、樹脂膠

で溶いた胡粉とアクリル系のドーサ液を

混ぜたモノで描いています。ドーサ液だ

けでも良いのですが、ドーサだけだと乾く

と透明になってしまうので、少し胡粉を入

れています。作品を描き終えると（地の部分

と白抜きの線の差が無くなるようにするためと、

墨色がよりはっきりするように思うので）画面の

裏側全体に胡粉を塗っています」。

　点と筆線の絡み合いの粗密が生動感

を生み、内に凝縮する力と外へと拡散す

る力をあわせもつ、《梅に楓図》のエネル

ギッシュな画面は、空気や光や枝のざわ

めきを活き活きと表現し、まさに水墨画の

新しい可能性を感じさせるにふさわしい

作品といえましょう。
 ［美術課主任研究員  都築千重子］




